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９.11から
四半世紀

タ
ク
シ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
や
料
理
人
、
少
年
…
…
多
く
は
普
通
の
市
民
だ
っ
た

置
き
去
り
に
さ
れ
た

元
収
容
者
の
人
権

舟
越 

美
夏

「
対
テ
ロ
戦
争
」が
残
し
た

負
の
遺
産
グ
ア
ン
タ
ナ
モ

２
０
０
１
年
９
月
11
日
に
起
き
た
米
同
時

多
発
テ
ロ
か
ら
25
年
が
た
っ
た
。ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
世
界
貿
易
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
が
崩

壊
す
る
映
像
は
衝
撃
的
な
記
憶
と
し
て
今

も
脳
裏
に
刻
ま
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。９
・
11
を
受
け
て
米
国
は「
対

テ
ロ
戦
争
」の
名
の
下
に
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
と
イ
ラ
ク
に
侵
攻
。テ
ロ
の
容
疑
で
人

々
を
拘
束
し
、グ
ア
ン
タ
ナ
モ
収
容
所
に

連
行
し
た
。無
実
の
市
民
や
戦
地
に
赴
い

た
米
兵
た
ち
の
ト
ラ
ウ
マ
は
な
お
ざ
り
に

さ
れ
た
ま
ま
だ
。「
対
テ
ロ
戦
争
」の
結
果

は
、米
軍
の
後
方
支
援
強
化
を
進
め
る
日

本
に
重
い
問
い
を
突
き
つ
け
る
。米
軍
へ

の
加
担
は
何
を
も
た
ら
す
の
か
―
―
。

　
キ
ュ
ー
バ
南
東
部
グ
ア
ン
タ
ナ
モ
。
米

国
が
１
２
０
年
以
上
前
、
キ
ュ
ー
バ
の
独

立
運
動
に
介
入
し
永
久
租
借
権
を
獲
得
し

た
こ
の
地
に
、
米
海
軍
基
地
が
あ
る
。

９
・
11
か
ら
４
カ
月
後
、
約
１
１
６
平
方

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
基
地
の
一
角
に
テ
ロ
容

疑
者
収
容
所
が
設
置
さ
れ
た
。

　
９
・
11
の
発
生
直
後
か
ら
米
国
は
、
中

東
や
そ
の
周
辺
で
子
ど
も
や
女
性
を
含
む

数
千
人
を
拘
束
し
、
各
地
の
米
中
央
情
報

局（
Ｃ
Ｉ
Ａ
）の
秘
密
収
容
所
に
連
行
し

た
。
と
り
わ
け
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
と
パ
キ

ス
タ
ン
で
は
、
多
数
の
住
民
が
米
国
に
引

き
渡
さ
れ
た
。「（
国
際
テ
ロ
組
織
）ア
ル
カ

イ
ダ
や（
イ
ス
ラ
ム
主
義
組
織
）タ
リ
バ

ン
の
関
係
者
を
通
報
す
れ
ば
高
額
の
報
奨

金
を
出
す
」
と
す
る
米
国
の
ビ
ラ
で
、
報

奨
金
目
当
て
の
通
報
が
相
次
い
だ
の
だ
。

　
グ
ア
ン
タ
ナ
モ
収
容
所
に
は
、
そ
う
し

た
人
々
の
う
ち
少
年
を
含
む
約
７
８
０
人

の
男
性
が
移
送
さ
れ
た
。

「
収
容
者
は
最
低
最
悪
の
人
間
た
ち
」
で

「
非
常
に
危
険
な
不
法
敵
性
戦
闘
員
」
だ

か
ら
、
捕
虜
の
人
権
や
尊
厳
を
守
る
ジ
ュ

鉄条網に囲まれた米軍のグアンタナモ収容所の塀と監視塔。
2012年1月19日、キューバで。（提供／AFP・アフロ）
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９.11から
四半世紀

タ
ク
シ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
や
料
理
人
、
少
年
…
…
多
く
は
普
通
の
市
民
だ
っ
た

置
き
去
り
に
さ
れ
た

元
収
容
者
の
人
権

舟
越 

美
夏

「
対
テ
ロ
戦
争
」が
残
し
た

負
の
遺
産
グ
ア
ン
タ
ナ
モ

（注）�収容所会議（Camps Conference）：米国自治領プエルトリコのプエルトリコ大学とオーストリアの
グラーツ大学が共催。２年ごとにグラーツで開かれ、文系研究者や芸術家、人権活動家らが集まる。

ネ
ー
ブ
条
約
に
は
該
当
し
な
い
―
―
。
ジ

ョ
ー
ジ
・
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領（
当
時
）ら

米
政
権
ト
ッ
プ
は
、そ
う
言
い
切
っ
た
。

　
実
際
に
は
多
く
の
収
容
者
が
、
普
通
の

市
民
だ
っ
た
。
タ
ク
シ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
や

人
道
支
援
者
、
料
理
人
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
、
大
学
進
学
を
目
指
し
て
い
た
18
歳
、

混
乱
の
中
に
い
た
15
歳
以
下
の
少
年
も
い

た
。
司
法
手
続
き
が
な
く
、
終
わ
り
が
見

え
な
い
拘
束
の
日
々
。
日
常
的
な
拷
問
と

虐
待
。
グ
ア
ン
タ
ナ
モ
収
容
所
で
は
９
人

が
自
殺
に
よ
り
死
亡
し
た
と
さ
れ
、
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
や
イ
ラ
ク
の
Ｃ
Ｉ
Ａ
の
施
設

で
は
、
拷
問
や
虐
待
で
複
数
が
死
亡
し
た

と
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

「
対
テ
ロ
戦
争
の
負
の
遺
産
」
と
批
判
さ

れ
た
グ
ア
ン
タ
ナ
モ
収
容
所
に
は
今
も
イ

エ
メ
ン
人
ら
15
人
が
拘
束
さ
れ
て
い
る
。

９
・
11
に
関
係
し
た
と
し
て
有
罪
判
決
を

受
け
た
者
は
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
一
人

も
い
な
い
。

空
爆
下
の
村
で
見
た
惨
状

　
オ
ー
ス
ト
リ
ア
第
二
の
都
市
グ
ラ
ー
ツ
。

今
年
６
月
初
旬
、
グ
ラ
ー
ツ
大
学
で
「
収

容
所
会
議
２
０
２
６
」（
注
）
と
題
し
た
国

際
会
議
が
４
日
間
に
わ
た
り
開
か
れ
た
。

集
ま
っ
た
の
は
社
会
学
や
歴
史
学
、
政
治

学
な
ど
の
研
究
者
や
学
生
ら
、
42
の
国
と

地
域
か
ら
数
百
人
。
主
役
の
特
別
登
壇
者

は
、
７
人
の
グ
ア
ン
タ
ナ
モ
収
容
所
の
元

収
容
者
で
あ
る
。
う
ち
４
人
は
、
十
数
年

か
ら
20
年
余
り
も
拘
束
さ
れ
た
。

　

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
サ
ミ
・
ア
ル
＝

ハ

ジ（
57
歳
）
は
、
ス
ー
ダ
ン
出
身
。
中
東

の
衛
星
テ
レ
ビ
、
ア
ル
ジ
ャ
ジ
ー
ラ
の
カ

メ
ラ
マ
ン
だ
っ
た
。

　
米
国
が
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
空
爆
を
開
始

し
た
２
０
０
１
年
10
月
、
サ
ミ
は
ア
フ
ガ

ン
南
部
に
い
た
。
ア
ル
ジ
ャ
ジ
ー
ラ
は
タ

リ
バ
ン
の
支
配
地
域
に
留と

ど

ま
り
、
空
爆
さ

れ
る
側
か
ら
伝
え
続
け
た
唯
一
の
外
国
メ

デ
ィ
ア
で
あ
る
。

　

爆
撃
さ
れ
て
い
た
の
は
市
民
だ
っ
た
。

壊
滅
し
た
村
。
病
院
で
ケ
ガ
の
手
当
て
を

受
け
る
子
ど
も
た
ち
。
運
転
手
ご
と
火
に

包
ま
れ
る
ト
ラ
ッ
ク
。
ロ
ケ
ッ
ト
弾
で
で

き
た
巨
大
な
ク
レ
ー
タ
ー
で
、
村
人
が
家

族
の
遺
体
を
捜
し
て
い
た
。

　
難
民
キ
ャ
ン
プ
で
、
授
乳
し
な
が
ら
泥

水
で
洗
濯
を
す
る
若
い
女
性
が
い
た
。
側そ

ば

に
は
焼
け
こ
げ
た
聖
典
コ
ー
ラ
ン
と
赤
い

布
の
包
み
が
あ
る
。
女
性
の
夫
と
父
、
兄

弟
と
そ
の
家
族
の
遺
灰
が
納
め
ら
れ
て
い

た
。
村
が
空
爆
さ
れ
、
女
性
と
子
ど
も
、

彼
女
の
母
だ
け
が
生
き
残
っ
た
の
だ
。
女

性
は
、
村
が
「
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
」
と
呼

ば
れ
る
国
に
属
す
る
こ
と
も
、
米
国
が

「
対
テ
ロ
戦
争
」
を
始
め
た
こ
と
も
知
ら

な
か
っ
た
。
対
テ
ロ
戦
争
を
支
持
し
て
い

た
人
た
ち
に
は
想
像
で
き
な
い
隔
絶
さ
れ

た
社
会
で
、人
々
は
日
々
を
営
ん
で
い
た
。

　
世
界
の
平
和
と
人
権
、
民
主
主
義
を
守

る
た
め
と
し
て
始
ま
っ
た
戦
争
が
、
実
は

誰
を
攻
撃
し
て
い
る
の
か
を
伝
え
た
い
。

サ
ミ
は
、
時
に
は
タ
リ
バ
ン
に
拘
束
さ
れ

な
が
ら
も
、
カ
メ
ラ
を
回
し
続
け
た
。

　
一
方
、ア
ル
ジ
ャ
ジ
ー
ラ
の
カ
ブ
ー
ル
支

局
は
、
ア
ル
カ
イ
ダ
の
最
高
指
導
者
ウ
サ

マ
・
ビ
ン
ラ
デ
ィ
ン
の
独
占
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
や
声
明
を
報
じ
て
い
た
。
米
Ｃ
Ｎ
Ｎ
テ

レ
ビ
が
頻
繁
に
引
用
し
、
米
政
府
は
ア
ル

ジ
ャ
ジ
ー
ラ
を
強
く
非
難
し
て
い
た
。

　

タ
リ
バ
ン
が
敗
走
を
始
め
る
11
月
13
日
、

米
軍
は
カ
ブ
ー
ル
支
局
が
入
居
す
る
建
物

を
空
爆
し
た
。「
ア
ル
カ
イ
ダ
の
拠
点
と

確
認
し
た
」
か
ら
だ
と
、
米
中
央
軍
は
発

表
し
て
い
る
。
幸
い
、
支
局
長
ら
は
直
前

に
支
局
を
出
て
無
事
だ
っ
た
。
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
保
護
委
員
会（
Ｃ
Ｐ
Ｊ
、
本
部
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
）は
声
明
を
出
し
、
報
道
機

関
へ
の
攻
撃
に
深
い
憂
慮
を
表
明
し
た
。

　
ア
ル
ジ
ャ
ジ
ー
ラ
は
ア
フ
ガ
ン
報
道
を

や
め
な
か
っ
た
。
タ
リ
バ
ン
政
権
崩
壊
で

サ
ミ
は
い
っ
た
ん
、
パ
キ
ス
タ
ン
に
出
た

が
、
本
社
か
ら
の
指
示
で
、
ア
フ
ガ
ン
南

部
に
向
か
う
こ
と
に
な
っ
た
。
01
年
12
月

末
。
パ
キ
ス
タ
ン
の
チ
ャ
マ
ン
国
境
検
問

所
に
は
、
各
国
の
報
道
機
関
が
押
し
寄
せ

て
い
た
。

報
道
カ
メ
ラ
マ
ン
も
拘
束

　
サ
ミ
は
、
こ
こ
で
パ
キ
ス
タ
ン
当
局
に

拘
束
さ
れ
た
。
理
由
は
不
明
な
ま
ま
解
放

さ
れ
ず
、
３
週
間
後
の
02
年
１
月
８
日
、

手て

枷か
せ

足あ
し

枷か
せ

に
黒
頭
巾
を
被か

ぶ

せ
ら
れ
、
ア
フ

ガ
ン
東
部
に
あ
る
バ
グ
ラ
ム
米
空
軍
基
地

の
Ｃ
Ｉ
Ａ
の
秘
密
収
容
所
に
米
軍
機
で
移

送
さ
れ
た
。
さ
ら
に
２
週
間
後
、
南
部
カ

ン
ダ
ハ
ル
の
収
容
所
に
移
っ
た
。

　
収
容
所
で
は
同
じ
尋
問
が
繰
り
返
さ
れ

た
。「
ウ
サ
マ
・
ビ
ン
ラ
デ
ィ
ン
を
撮
影
し

ジャーナリストで元収容者のサミ・アル＝ハジさん。
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「
米
兵
た
ち
は
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
を
通
じ
て
世
界
を
理
解
し
て
い
る
」

た
の
か
」「
ア
ル
ジ
ャ
ジ
ー
ラ
は
ビ
ン
ラ

デ
ィ
ン
か
ら
資
金
提
供
を
受
け
て
い
る
の

か
」。
否
定
す
る
と
殴
ら
れ
た
。グ
ア
ン
タ

ナ
モ
収
容
所
に
移
送
さ
れ
た
の
は
「
米
軍

の
情
報
提
供
者
に
な
れ
」
と
言
わ
れ
、
拒

否
し
た
後
だ
っ
た
。
国
境
で
の
拘
束
か
ら

半
年
。
家
族
も
ア
ル
ジ
ャ
ジ
ー
ラ
も
、
サ

ミ
の
行
方
を
懸
命
に
捜
し
て
い
た
。

「
収
容
所
の
米
兵
の
大
半
は
米
国
し
か
知

ら
ず
、
未
知
の
世
界
に
恐
怖
を
抱
い
て
い

た
」
と
パ
キ
ス
タ
ン
系
英
国
人
の
モ
ア
ザ

ム
・
ベ
ッ
グ（
58
歳
）は
言
う
。

　
大
干
ば
つ
に
苦
し
む
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

で
井
戸
掘
り
を
し
て
い
た
モ
ア
ザ
ム
は
、

タ
リ
バ
ン
政
権
崩
壊
後
に
パ
キ
ス
タ
ン
の

首
都
イ
ス
ラ
マ
バ
ー
ド
の
自
宅
に
戻
っ
た
。

02
年
２
月
、
パ
キ
ス
タ
ン
当
局
に
自
宅
で

拘
束
さ
れ
、
米
軍
に
引
き
渡
さ
れ
た
。

「
収
容
者
は
世
界
で
最
も
危
険
で
、
隙
を

つ
い
て
襲
い
か
か
っ
て
く
る
」。
そ
う
教

え
込
ま
れ
て
い
た
米
兵
は
、
強
い
敵
意
と

警
戒
心
を
向
け
て
き
た
。

「
米
兵
た
ち
は
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
を
通
じ

て
世
界
を
理
解
し
、
頭
の
中
で
フ
ィ
ク
シ

ョ
ン
の
世
界
を
作
り
上
げ
て
い
た
」。
モ

ア
ザ
ム
は
、
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
な
が
ら
、

真
顔
で
語
る
。

「
軍
事
専
門
家
」
と
あ
だ
名
さ
れ
た
収
容

者
は
、
自
国
の
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
で
警
備

隊
に
１
年
間
、
所
属
し
た
だ
け
。
モ
ア
ザ

ム
は
「
暗
殺
者
」
と
さ
れ
、
サ
ミ
は
「
ア

ル
ジ
ャ
ジ
ー
ラ
で
軍
と
諜

ち
ょ
う

報ほ
う

機
関
の
た
め

に
仕
事
を
し
て
い
た
」と
噂う

わ
ささ
れ
た
。「（
収

容
者
は
）米
軍
輸
送
機
の
油
圧
ホ
ー
ス
を

噛か

み
切
っ
て
墜
落
さ
せ
か
ね
な
い
連
中

だ
」
と
い
う
マ
イ
ヤ
ー
ズ
米
軍
統
合
参
謀

本
部
議
長（
当
時
）の
発
言
も
ハ
リ
ウ
ッ

ド
映
画
調
で
あ
る
。

　
今
で
こ
そ
笑
え
る
が
、
モ
ア
ザ
ム
も
当

時
は
絶
望
的
だ
っ
た
は
ず
だ
。「
ひ
と
た
び

収
容
所
に
入
れ
ら
れ
れ
ば
、
ど
う
す
る
こ

と
も
で
き
な
か
っ
た
」
か
ら
だ
。
裁
判
は

な
く
、
拘
束
は
い
つ
ま
で
続
く
の
か
分
か

ら
な
い
。
拷
問
や
虐
待
か
ら
逃
れ
ら
れ
る

者
は
い
な
か
っ
た
。
イ
ス
ラ
ム
教
の
礼
拝

が
禁
じ
ら
れ
、
聖
典
コ
ー
ラ
ン
が
冒ぼ

う

瀆と
く

さ

れ
た
。
精
神
に
異
常
を
来
し
た
者
、
自
殺

を
試
み
る
者
も
少
な
く
な
か
っ
た
。

　
米
連
邦
最
高
裁
は
04
年
、
弁
護
士
の
接

見
を
認
め
た
も
の
の
、
環
境
改
善
は
進
ま

な
か
っ
た
。

ハ
ン
ス
ト
が
唯
一
の
抗
議

　
唯
一
の
抗
議
方
法
は
、
ハ
ン
ガ
ー
ス
ト

ラ
イ
キ
だ
っ
た
。
05
年
12
月
、
80
人
以
上

が
行
な
っ
た
ハ
ン
ス
ト
は
、
弁
護
士
ら
を

通
じ
て
外
部
に
伝
わ
り
、
欧
米
の
メ
デ
ィ

ア
が
報
道
し
た
。
苦
し
い
ハ
ン
ス
ト
は
、

最
強
の
武
器
だ
っ
た
。

  

ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
出
身
の
ア
ブ
ド
ゥ
ル
ラ

テ
ィ
フ
・
ナ
セ
ル（
61
歳
）は
、
拘
束
中
に

英
語
の
勉
強
を
続
け
た
研
究
者
タ
イ
プ
。

当
初
は
、
ハ
ン
ス
ト
に
反
対
だ
っ
た
が
、

効
果
的
な
抗
議
方
法
は
ほ
か
に
な
い
、
と

参
加
し
た
。

　

処
遇
改
善
、
収
容
者
３
人
の
死
が
「
自

殺
」
と
さ
れ
た
こ
と
へ
の
抗
議
…
…
。
１

０
０
人
前
後
が
参
加
す
る
ハ
ン
ス
ト
が
何

度
か
起
き
た
。
収
容
所
は
、
強
制
摂
食
で

ハ
ン
ス
ト
を
や
め
さ
せ
よ
う
と
し
た
。

「
拷
問
そ
の
も
の
だ
っ
た
」
と
ア
ブ
ド
ゥ

ル
ラ
テ
ィ
フ
は
顔
を
し
か
め
る
。「
拘
束

椅
子
」
に
縛
り
付
け
、
鼻
か
ら
チ
ュ
ー
ブ

を
入
れ
栄
養
剤
を
流
し
込
む
。
鼻
や
喉
に

強
烈
な
痛
み
が
起
き
、
嘔お

う

吐と

を
催
し
、
時

に
は
栄
養
剤
が
肺
に
入
っ
た
。
世
界
医
師

会
や
国
連
か
ら
強
い
非
難
が
上
が
っ
た
。

　
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
出
身
の
ラ
ハ
ダ
ル
・
ボ

ウ
メ
デ
ィ
ー
ン（
60
歳
）は
、
イ
ス
ラ
ム
圏

の
国
際
赤
十
字「
赤
新
月
社
」
に
所
属
し
、

ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ビ
ナ
で
人
道
支

援
活
動
を
し
て
い
た
。
９
・
11
後
に
、「
米

国
大
使
館
の
爆
破
を
企
て
た
」
と
い
う
身

に
覚
え
の
な
い
容
疑
で
拘
束
さ
れ
た
。

　

グ
ア
ン
タ
ナ
モ
収
容
所
で
は
「
拘
束
さ

れ
て
い
る
理
由
を
教
え
よ
」
と
要
求
し
続

元収容者のモアザム・ベッグさん。

米軍のグアンタナモ収容所。
2016年3月22日、キューバで。
（提供／ロイター・アフロ）
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９.11から
四半世紀

「
米
兵
た
ち
は
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
を
通
じ
て
世
界
を
理
解
し
て
い
る
」

け
た
。「
回
答
ま
で
、妻
の
手
か
ら
受
け
取

る
食
べ
物
以
外
は
口
に
し
な
い
」。
解
放

ま
で
の
２
年
半
の
間
、ハ
ン
ス
ト
を
続
け
、

強
制
摂
食
に
耐
え
た
。

　

彼
の
抵
抗
は
そ
れ
だ
け
で
は
な
か
っ

た
。
米
国
人
弁
護
士
と
共
に
米
政
府
を
相

手
取
り
、
拘
束
の
適
法
性
を
審
査
す
る

「
人
身
保
護
令
状
」
の
請
求
権
を
求
め
て

法
廷
闘
争
を
展
開
し
た
。
08
年
６
月
、
米

連
邦
最
高
裁
は
訴
え
を
認
め
、
翌
年
、
ボ

ウ
メ
デ
ィ
ー
ン
は
受
け
入
れ
国
の
フ
ラ
ン

ス
に
、
軍
用
機
で
移
送
さ
れ
た
。
空
港
で

待
っ
て
い
た
妻
子
と
し
ば
ら
く
の
間
、
無

言
で
固
く
抱
き
合
っ
た
と
い
う
。「
信
仰

と
家
族
へ
の
思
い
だ
け
が
支
え
だ
っ
た
」。

手
首
に
は
、
７
年
間
の
手
錠
の
痕
が
残
っ

て
い
る
。

　

サ
ミ
も
ハ
ン
ス
ト
に
参
加
し
た
。「
私

は
グ
ア
ン
タ
ナ
モ
に
い
る
唯
一
の
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
。
す
べ
て
を
観
察
し
て
記
憶

し
、
後
に
伝
え
る
」。
そ
の
気
概
が
苦
し

い
日
々
を
支
え
た
。
グ
ア
ン
タ
ナ
モ
で
の

拘
束
を
知
っ
た
ア
ル
ジ
ャ
ジ
ー
ラ
も
、
サ

ミ
の
解
放
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
繰
り
広
げ
た

が
、
日
々
は
過
ぎ
て
い
っ
た
。

　
08
年
５
月
に
解
放
さ
れ
る
ま
で
の
約
４

５
０
日
、
サ
ミ
は
ハ
ン
ス
ト
を
続
け
た
。

解
放
前
、
米
国
側
は
「
あ
な
た
は
今
も
我

々
の
敵
だ
」
と
宣
言
し
、「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ

ム
に
戻
ら
な
い
と
誓
う
文
書
」
に
署
名
す

る
よ
う
求
め
た
。
サ
ミ
は
拒
否
し
た
。

　
拘
束
時
と
同
じ
き
つ
い
拘
束
具
を
さ
れ

た
ま
ま
、
米
軍
機
で
の
三
十
数
時
間
の
輸

送
は
、
ハ
ン
ス
ト
で
体
力
が
落
ち
て
い
た

彼
に
は
拷
問
だ
っ
た
。ス
ー
ダ
ン
の
ハ
ル
ツ

ー
ム
空
港
に
到
着
し
た
米
軍
機
か
ら
、
両

手
を
拘
束
さ
れ
た
ま
ま
搬
出
さ
れ
る
サ
ミ

を
ア
ル
ジ
ャ
ジ
ー
ラ
は
記
録
し
て
い
る
。

「
病
院
の
ベ
ッ
ド
で
妻
と
息
子
の
姿
を
見

た
時
、
生
き
返
っ
た
気
持
ち
だ
っ
た
よ
」。

サ
ミ
は
ア
ル
ジ
ャ
ジ
ー
ラ
に
戻
り
、
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
保
護
や
人
権
の
問
題
を
担
当

し
て
い
る
。

解
放
後
も
続
く
苦
難
の
道

　
解
放
さ
れ
る
収
容
者
が
ど
の
国
に
住
む

か
は
、
米
国
が
決
め
た
。
母
国
で
解
放
さ

れ
、
家
族
と
再
会
し
た
者
は
幸
運
だ
っ

た
。
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
で
は
、
刑
務
所
に

入
れ
ら
れ
た
者
も
い
た
。
出
身
国
が
政
情

不
安
定
な
場
合
は
、
米
国
務
省
が
「
再
定

住
国
」
を
仲
介
し
、
ウ
ル
グ
ア
イ
な
ど
60

カ
国
以
上
が
検
討
さ
れ
た
。

　
解
放
さ
れ
て
も
、
苦
難
は
続
い
た
。
米

国
か
ら
補
償
や
謝
罪
は
な
く
、
拘
束
時
に

没
収
さ
れ
た
身
分
証
明
書
や
パ
ス
ポ
ー
ト

は
返
却
さ
れ
な
か
っ
た
。
生
き
て
い
く
上

で
必
要
な
書
類
が
な
い
の
だ
。
拷
問
や
長

期
拘
束
で
、
誰
も
が
心
身
に
病
を
抱
え
治

療
が
必
要
だ
っ
た
が
、
政
府
か
ら
の
支
援

は
な
き
に
等
し
か
っ
た
。

　
携
帯
電
話
を
通
じ
て
会
議
に
参
加
し
た

イ
エ
メ
ン
出
身
の
男
性
は
、
数
人
の
同
胞

と
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
に
移
送
さ
れ
、政
府
の
厳

し
い
監
視
下
に
置
か
れ
た
。
言
葉
が
で
き

ず
、
収
入
の
術す

べ

も
な
く
、
病
気
の
治
療
も

受
け
ら
れ
な
い
。
家
族
と
は
遠
く
離
れ
て

い
る
。
絶
望
し
て
自
殺
し
た
人
も
い
た
。

　
22
年
に
解
放
さ
れ
た
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
人

の
ス
フ
ィ
ア
ン
・
バ
ー
フ
ー
ミ（
53
歳
）は
、

自
国
に
移
送
さ
れ
母
と
再
会
し
た
。
し
か

し
「
グ
ア
ン
タ
ナ
モ
に
20
年
い
た
」
と
偏

見
の
目
で
見
ら
れ
、
職
に
つ
け
な
い
。
結

婚
は
叶か

な

わ
ぬ
夢
だ
。「
病
気
の
母
の
世
話

を
し
な
が
ら
ど
う
生
き
て
い
け
ば
よ
い
の

か
」。
ビ
デ
オ
通
話
で
、
出
口
が
見
え
な

い
苦
境
を
訴
え
た
。

元収容者のアブドゥルラティフ・ナセルさん（右手前）と、
手首に残る手錠の痕を見せるラハダル・ボウメディーンさん。
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元
米
将
校
が
見
た
収
容
所
の「
狂
気
」

９.11から
四半世紀

「
大
半
は
無
実
の
市
民
。
国
際
条
約
違
反
の
実
態
を
伝
え
な
け
れ
ば
」

グ
ア
ン
タ
ナ
モ
収
容
所
で
防
諜
活
動
を
担

当
し
た
米
兵
の
中
に
も
、非
人
道
的
な
収

容
者
の
扱
い
に
衝
撃
を
受
け
、真
実
を
広

く
社
会
に
知
ら
せ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

考
え
た
人
が
い
た
。

「
彼
は
勇
気
の
人
だ
」。「
収
容
所
会
議
２

０
２
６
」
で
元
収
容
者
の
モ
ハ
メ
ド
ゥ
・

ウ
ル
ド
・
ス
ラ
ヒ（
56
歳
）
が
紹
介
し
た

の
が
、
米
軍
退
役
将
校
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
マ

ク
マ
ス
タ
ー
ズ（
69
歳
）で
あ
る
。

　
米
国
東
部
出
身
。
高
校
卒
業
後
の
１
９

７
６
年
、
海
兵
隊
に
入
隊
し
た
。
10
年
後

に
将
校
と
し
て
退
役
し
た
後
は
、
ハ
ー
バ

ー
ド
大
学
な
ど
で
水
泳
や
水
難
救
助
の
指

導
に
打
ち
込
み
、
自
身
も
オ
ー
プ
ン
ウ
ォ

ー
タ
ー
ス
イ
ミ
ン
グ
の
国
際
大
会
に
出
場

し
た
。
大
会
に
招
待
さ
れ
た
エ
ジ
プ
ト

で
、
判
事
や
軍
関
係
者
、
映
画
ス
タ
ー
ら

と
交
流
し
、
豊
か
な
文
化
を
知
っ
た
。

　
９
・
11
で
軍
に
戻
る
決
心
を
し
た
。「
愛

国
心
が
燃
え
上
が
っ
た
」
か
ら
だ
。
米
国

慰
問
協
会（
Ｕ
Ｓ
Ｏ
）に
よ
る
と
、９
・
11

後
の
１
年
間
で
「
愛
国
心
」
な
ど
を
理
由

に
、
18
万
人
余
り
が
現
役
兵
と
し
て
軍
に

入
隊
し
て
い
る
。

　
だ
が
、
彼
は
当
時
45
歳
。
海
兵
隊
に
は

年
齢
を
理
由
に
断
ら
れ
た
が
、
陸
軍
に
兵

卒
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
、
２
０
０
３
年

９
月
、
グ
ア
ン
タ
ナ
モ
収
容
所
に
派
遣
さ

れ
た
。

　
最
初
の
任
務
は
、
収
容
所
の
周
辺
警
備

だ
っ
た
。
米
政
権
ト
ッ
プ
は
「
ア
ル
カ
イ

ダ
が
収
容
者
の
奪
還
に
来
る
の
で
は
と
恐

れ
て
い
た
」
た
め
と
い
う
。

　

数
カ
月
後
、
収
容
所
内
の
新
聞
『T

he 
W

ire

』
で
、
マ
ク
マ
ス
タ
ー
ズ
に
つ
い
て

の
記
事
が
掲
載
さ
れ
る
と
、防ぼ

う

諜ち
ょ
う

部
隊
か

ら
「
彼
が
欲
し
い
」
と
上
司
に
連
絡
が
来

た
。
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
で
ア
ラ
ビ
ア
語
を

学
ん
だ
こ
と
、
元
海
兵
隊
将
校
で
あ
る
こ

と
が
買
わ
れ
た
ら
し
か
っ
た
。

　
グ
ア
ン
タ
ナ
モ
収
容
所
は
、
重
警
備
房

や
懲
罰
房
、
15
歳
以
下
の
房
な
ど
少
な
く

と
も
七
つ
の
区
画
に
分
か
れ
て
い
た
。
一

般
の
兵
士
は
、
任
務
と
し
て
命
じ
ら
れ
た

場
所
に
し
か
立
ち
入
り
で
き
ず
、
収
容
者

と
の
会
話
は
、
基
本
的
に
禁
じ
ら
れ
て
い

た
。
し
か
し
、
防
諜
担
当
は
所
内
を
歩
き

回
り
、
収
容
者
と
話
が
で
き
た
。

　
中
東
の
文
化
と
歴
史
の
深
さ
を
知
る
マ

ク
マ
ス
タ
ー
ズ
に
は
、
個
人
的
な
関
心
が

あ
っ
た
。「
米
国
が
拘
束
し
た
の
は
ど
ん
な

人
た
ち
か
」
に
で
あ
る
。

「
ア
ッ
サ
ラ
ー
ム
・
ア
レ
イ
ク
ム
」（
あ
な

た
に
平
安
あ
れ
」
の
意
）。
房
に
入
り
、

ア
ラ
ビ
ア
語
で
挨
拶
を
す
る
。
相
手
が
目

を
合
わ
せ
る
と
会
話
を
始
め
た
。
母
語
は

さ
ま
ざ
ま
だ
っ
た
が
、
初
歩
的
な
英
語
が

で
き
る
者
は
少
な
か
ら
ず
い
た
。

　
敬
意
を
持
っ
て
接
す
る
彼
に
、
収
容
者

は
徐
々
に
心
を
開
い
た
。
生
い
立
ち
や
家

族
、
健
康
状
態
な
ど
を
胸
ポ
ケ
ッ
ト
に
入

れ
て
い
る
ノ
ー
ト
に
書
き
留
め
、
報
告
書

に
書
い
た
。

「
拷
問
せ
ず
に
、
な
ぜ
こ
ん
な
情
報
が
得

ら
れ
る
の
か
」。
Ｃ
Ｉ
Ａ
職
員
が
、
報
告

書
を
読
ん
で
言
っ
た
と
い
う
。

崩
れ
去
っ
た
国
の
理
想
像

　
数
百
人
の
収
容
者
と
話
し
た
マ
ク
マ
ス

タ
ー
ズ
に
は
確
信
が
あ
っ
た
。大
半
は
テ
ロ

と
は
関
係
が
な
い
無
実
の
市
民
だ
―
―
。

そ
ん
な
人
々
を
、
Ｃ
Ｉ
Ａ
と
米
軍
は
動
物

の
よ
う
に
扱
っ
て
い
た
。

　
収
容
所
は
、
人
間
性
を
砕
き
、
抵
抗
の

意
志
を
折
る
よ
う
設
計
さ
れ
て
い
た
。
小

さ
な
檻お

り

や
窓
が
な
い
房
。
消
灯
さ
れ
な
い

照
明
。
懲
罰
房
は
窓
に
ア
ク
リ
ル
樹
脂
が

は
め
込
ま
れ
、
室
温
は
40
度
を
超
え
て
い

た
。
床
や
壁
に
鎖
で
つ
な
が
れ
た
男
た
ち

も
見
た
。
時
折
、
建
物
か
ら
悲
鳴
が
響
い

た
。
懲
罰
房
で
、
首く

び

吊つ

り
に
遭
遇
し
た
こ

と
も
あ
っ
た
。

　
狂
気
だ
。
こ
れ
は
自
分
が
知
る
米
国
で

元収容者のモハメドゥ・ウルド・スラヒさん（左）と
元米軍将校のジョージ・マクマスターズさん。
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元
米
将
校
が
見
た
収
容
所
の「
狂
気
」

９.11から
四半世紀

「
大
半
は
無
実
の
市
民
。
国
際
条
約
違
反
の
実
態
を
伝
え
な
け
れ
ば
」

は
な
い
、
と
思
っ
た
。
信
じ
て
い
た
国
と

理
想
が
、
崩
れ
去
っ
た
気
が
し
た
。

　

尋
問
官
は
「
強
化
尋
問
」
と
呼
ぶ
拷
問

で
望
む
言
葉
を
収
容
者
か
ら
得
て
い
た

が
、
そ
れ
が
米
国
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が

ら
な
い
の
は
明
ら
か
だ
っ
た
。「
国
際
条
約

違
反
の
こ
の
実
態
を
市
民
に
伝
え
な
け
れ

ば
、
私
も
加
担
し
た
こ
と
に
な
る
」。
そ

う
思
っ
た
。

　

任
期
が
終
わ
る
ま
で
の
半
年
近
い
日

々
、
収
容
所
を
く
ま
な
く
歩
き
、
得
た
情

報
を
ノ
ー
ト
に
書
き
留
め
た
。
04
年
７
月

に
任
期
が
終
わ
る
前
、
ノ
ー
ト
を
荷
物
に

紛
れ
込
ま
せ
て
米
国
東
部
の
自
宅
に
送
っ

た
。

「
対
テ
ロ
戦
争
」の
真
実
を
知
ら
せ
た
い
。

本
の
執
筆
を
決
意
し
た
の
は
、
米
国
の
主

導
で
03
年
に
始
ま
っ
た
イ
ラ
ク
戦
争
だ
っ

た
。
侵
攻
の
理
由
で
あ
る
「
大
量
破
壊
兵

器
」
は
見
つ
か
ら
ず
、
フ
セ
イ
ン
政
権
は

崩
壊
。
警
察
や
軍
の
解
体
で
治
安
が
悪
化

し
、
激
し
い
内
戦
と
な
っ
た
。
過
激
派
組

織
Ｉ
Ｓ
が
台
頭
し
、
自
爆
テ
ロ
が
頻
発
。

多
数
の
民
間
人
が
巻
き
添
え
に
な
っ
た
。

「
戦
略
的
思
考
な
し
に
行
な
わ
れ
た
不
当

な
戦
争
だ
っ
た
」。
マ
ク
マ
ス
タ
ー
ズ
自

身
は
、
05
年
ご
ろ
に
１
年
間
派
兵
さ
れ
、

言
い
し
れ
ぬ
戦
争
の
残
虐
性
を
体
験
し
、

「
犠
牲
に
な
る
の
は
市
民
」
と
い
う
現
実

を
痛
感
し
た
。

　

中
で
も
中
部
ラ
マ
デ
ィ
で
の
市
街
戦

は
、
深
い
ト
ラ
ウ
マ
を
残
し
た
。
小
さ
な

運
河
を
挟
ん
で
武
装
勢
力
と
米
軍
と
の
銃

撃
戦
が
始
ま
っ
た
時
の
こ
と
だ
。
民
家
の

扉
が
開
き
、
２
人
の
子
ど
も
が
押
し
出
さ

れ
た
。
背
後
に
い
る
の
は
、
武
装
勢
力
か
、

母
親
か
。「
射
撃
や
め
」
と
無
線
で
味
方
に

伝
え
た
が
、銃
撃
戦
は
止
ま
ら
な
か
っ
た
。

事
態
が
静
ま
っ
て
か
ら
病
院
に
子
ど
も
２

人
と
母
親
が
運
ば
れ
た
が
、
死
亡
が
確
認

さ
れ
た
。

「
殺
し
た
の
は
私
だ
ろ
う
か
」。
銃
撃
戦

の
極
限
状
態
で
起
き
た
こ
と
を
思
い
出
す

の
は
、
難
し
い
。
何
度
も
考
え
た
。

「
子
ど
も
の
頃
は
戦
士
に
あ
こ
が
れ
、
海

兵
隊
員
に
な
り
た
か
っ
た
」
と
マ
ク
マ
ス

タ
ー
ズ
は
言
う
。
自
分
は
映
画
に
出
て
く

る
よ
う
な
、
何
か
の
信
条
に
従
う
兵
士
な

の
だ
と
考
え
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
子
ど
も

じ
み
て
い
た
と
今
は
思
う
。

「
良
い
兵
士
な
ど
い
な
い
」

「
人
を
獣
に
変
え
る
、
そ
れ
が
戦
争
だ
。

良
い
兵
士
な
ど
い
な
い
。
兵
士
だ
っ
た
自

分
が
言
う
の
は
嫌
な
の
だ
が
、
そ
れ
が
現

実
だ
」

「
腹
が
立
つ
の
は
、
収
容
所
に
派
遣
さ
れ

た
若
い
兵
士
た
ち
を
戦
争
犯
罪
に
追
い
込

ん
だ
こ
と
だ
」
と
マ
ク
マ
ス
タ
ー
ズ
は
続

け
る
。「
拷
問
せ
よ
」「
イ
ス
ラ
ム
礼
拝
を

さ
せ
る
な
」。
米
軍
で
は
、
国
際
法
違
反

の
命
令
を
拒
否
す
る
権
利
が
あ
る
が
、
実

際
に
は
難
し
い
。「
米
国
の
自
由
と
民
主

主
義
、
正
義
を
守
る
た
め
」
と
入
隊
し
た

若
者
た
ち
の
中
に
は
、
命
令
を
実
行
し
た

こ
と
で
心
に
傷
を
抱
え
る
者
も
多
い
。
無

意
識
下
で
ト
ラ
ウ
マ
を
抱
え
て
い
る
者
も

い
る
。

　

決
定
的
だ
っ
た
の
は
、
息
子
の
死
だ
っ

た
。
海
兵
隊
員
に
な
り
20
代
前
半
で
イ
ラ

ク
中
部
フ
ァ
ル
ー
ジ
ャ
に
派
遣
さ
れ
た
息

子
は
、
パ
ト
ロ
ー
ル
中
に
自
動
車
爆
弾
に

突
っ
込
ま
れ
た
。
命
は
取
り
留
め
た
が
、

帰
国
し
た
息
子
は
別
人
に
な
っ
て
い
た
。

軍
の
勲
章
も
、
心
的
外
傷
後
ス
ト
レ
ス
障

害（
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
）や
う
つ
病
か
ら
彼
を
救

う
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
21
年
、
薬
の

過
剰
摂
取
で
息
子
は
こ
の
世
を
去
っ
た
。

「
私
が
海
兵
隊
員
だ
っ
た
か
ら
息
子
も
海

兵
隊
に
入
っ
た
の
か
」。
マ
ク
マ
ス
タ
ー

ズ
は
自
分
を
責
め
続
け
た
。

　
米
ブ
ラ
ウ
ン
大
学
が
21
年
に
発
表
し
た

調
査
結
果
で
は
、「
対
テ
ロ
戦
争
」
に
関
わ

っ
た
兵
士
で
、
自
ら
命
を
絶
っ
た
の
は
３

万
人
余
り
。
戦
闘
に
よ
る
死
者
の
４
倍
以

上
に
相
当
す
る
と
い
う
。

　

防
諜
担
当
だ
っ
た
マ
ク
マ
ス
タ
ー
ズ
が

本
を
出
版
す
る
に
は
、
国
防
総
省
の
審
査

が
必
要
だ
っ
た
。
書
き
上
げ
た
２
２
０
ペ

ー
ジ
の
原
稿
を
提
出
し
て
か
ら
１
年
。
返

却
さ
れ
た
原
稿
は
、
１
７
８
ペ
ー
ジ
に
黒

塗
り
が
あ
り
、
20
ペ
ー
ジ
分
は
真
っ
黒
だ

っ
た
。
心
底
腹
が
立
っ
た
。

　
国
の
た
め
に
戦
っ
た
多
く
の
若
者
が
犠

牲
に
な
り
、
生
き
残
っ
た
者
も
心
身
に
深

い
傷
を
抱
え
て
い
る
。
だ
が
、
戦
争
を
推

し
進
め
る
大
統
領
ら
政
権
ト
ッ
プ
は
、
戦

争
の
被
害
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
。
軍
産

複
合
体
や
大
手
ハ
イ
テ
ク
企
業
は
戦
争
で

金
を
儲も

う

け
て
い
る
。
戦
争
犯
罪
の
責
任
を
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「
政
治
的
正
義
」求
め
て
沈
黙
し
な
い

９.11から
四半世紀

元
収
容
者
、ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
長
ら
の
尽
力
で
Ｅ
Ｕ
市
民
権
を
獲
得

彼
は「
自
由
の
た
め
の
戦
い
」の
象
徴
だ
っ
た

問
わ
れ
た
者
は
い
な
い
。

「
私
の
本
は
出
版
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」。
今
年
２
月
、
フ
ロ
リ
ダ
州
の
米
中

央
軍
本
部
で
、
少
将
や
Ｃ
Ｉ
Ａ
、
連
邦
捜

査
局（
Ｆ
Ｂ
Ｉ
）職
員
を
相
手
に
マ
ク
マ

ス
タ
ー
ズ
は
ま
く
し
立
て
た
。

　
原
稿
に
脚
注
を
つ
け
て
提
出
し
、
国
防

総
省
が
再
度
、
審
査
す
る
こ
と
で
合
意
し

「
収
容
所
会
議
２
０
２
６
」に
出
席
し
た

元
収
容
者
で
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
作
家
の
モ
ハ

メ
ド
ゥ
・
ウ
ル
ド
・
ス
ラ
ヒ
は
、解
放
さ

れ
た
後
も
渡
航
の
自
由
が
な
か
っ
た
。そ

の
苦
境
か
ら
彼
を
救
っ
た
の
は
国
境
を
越

え
た
支
援
だ
っ
た
。

　
グ
ア
ン
タ
ナ
モ
の
元
収
容
者
は
解
放
後

も
、
米
国
な
ど
の
加
害
国
が
与
え
る
障
害

を
乗
り
越
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。モ
ハ
メ
ド
ゥ
を
「
テ
ロ
に
関
係
し
た
」

と
米
国
に
伝
え
た
ド
イ
ツ
、
ア
ル
カ
イ
ダ

の
大
物
と
し
て
拘
束
・
拷
問
し
た
米
国

は
、
解
放
さ
れ
た
彼
が
自
由
と
人
権
を
取

た
。

「
戦
争
の
真
実
を
伝
え
る
」

　
出
版
を
め
ぐ
る
闘
い
の
一
方
で
、
マ
ク

マ
ス
タ
ー
ズ
は
、
退
役
軍
人
を
通
じ
て
元

収
容
者
の
モ
ハ
メ
ド
ゥ
と
知
り
合
い
、
収

容
所
会
議
に
誘
わ
れ
た
。
モ
ー
リ
タ
ニ
ア

出
身
の
モ
ハ
メ
ド
ゥ
は
、
ア
ル
カ
イ
ダ
の

重
要
人
物
と
誤
認
さ
れ
、
過
酷
な
拷
問
と

独
房
監
禁
を
生
き
抜
い
た
。
約
15
年
に
わ

た
る
拘
束
中
に
書
い
た
手
記
は
米
国
で
ベ

ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
り
、
映
画
化
さ
れ
、
現

在
、
モ
ハ
メ
ド
ゥ
は
平
和
活
動
家
と
し
て

も
知
ら
れ
る
。

　
モ
ハ
メ
ド
ゥ
は
会
議
場
で
元
収
容
者
た

ち
を
紹
介
し
た
。「
心
配
し
た
が
、歓
迎
さ

れ
て
感
動
し
た
」
と
マ
ク
マ
ス
タ
ー
ズ
は

率
直
に
言
う
。
だ
が
登
壇
し
た
彼
ら
の
経

験
を
聞
き
、
そ
の
涙
を
目
撃
し
、
罪
悪
感

と
悲
し
み
で
胸
が
痛
ん
だ
と
い
う
。
そ
し

て
自
ら
の
ト
ラ
ウ
マ
も
よ
み
が
え
っ
た
。

「
戦
争
の
真
実
を
伝
え
る
。
逮
捕
さ
れ
て

も
、
だ
。
息
子
が
死
ん
だ
今
、
失
っ
て
怖

い
も
の
は
な
い
の
だ
か
ら
」

り
戻
す
こ
と
に
不
服
の
よ
う
だ
。

　
モ
ハ
メ
ド
ゥ
の
母
国
モ
ー
リ
タ
ニ
ア
の

政
府
は
、
モ
ハ
メ
ド
ゥ
に
パ
ス
ポ
ー
ト
を

発
給
し
な
い
こ
と
で
米
政
府
と
合
意
し
て

い
た
と
、
米
誌『
ザ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
』

は
報
じ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
司
法
の
場
で

の
闘
い
で
、
モ
ハ
メ
ド
ゥ
は
解
放
か
ら
１

年
後
に
身
分
証
明
書
を
、
３
年
後
に
パ
ス

ポ
ー
ト
を
取
り
戻
し
た
。

　
だ
が
、
完
全
に
自
由
を
得
た
わ
け
で
は

な
か
っ
た
。
龍
谷
大
学
の
石い

し

塚づ
か

伸し
ん

一い
ち

名
誉

教
授
が
２
０
２
０
年
と
24
年
に
日
本
に
招

待
し
た
が
、
日
本
政
府
は
査
証
申
請
を
却

下
し
た
。理
由
は
明
ら
か
に
さ
れ
てい
な
い
。

　
渡
航
の
自
由
を
奪
わ
れ
た
状
況
で
新
た

な
道
を
開
い
た
の
は
、
排
外
主
義
や
移
民

排
斥
を
主
張
す
る
右
派
や
極
右
が
支
持
を

拡
大
し
て
い
た
オ
ラ
ン
ダ
だ
っ
た
。
国
を

代
表
す
る
劇
団
「
Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
」
が
、
モ
ハ

メ
ド
ゥ
を
専
属
作
家
と
し
て
招
い
た
の
が

始
ま
り
で
あ
る
。

　
ド
イ
ツ
の
情
報
に
、
オ
ラ
ン
ダ
政
府
は

躊ち
ゅ
う

躇ち
ょ

し
た
が
、「
情
報
に
は
根
拠
が
な
い
」

と
モ
ハ
メ
ド
ゥ
の
弁
護
士
が
訴
え
た
。
政

府
は
21
年
11
月
、
モ
ハ
メ
ド
ゥ
に
就
労
と

居
住
の
許
可
を
出
し
た
。

　
首
都
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に
移
住
し
た
モ

ハ
メ
ド
ゥ
は
、
ア
ン
ネ
・
フ
ラ
ン
ク
財
団

が
提
供
し
た
住
居
に
住
ん
だ
。
作
家
活
動

に
加
え
、
人
権
と
自
由
に
つ
い
て
学
生
た

ち
と
語
る
こ
と
も
仕
事
だ
っ
た
。

　
24
年
10
月
、
オ
ラ
ン
ダ
は
パ
ス
ポ
ー
ト

パスポートを手にする元収容者の
モハメドゥ・ウルド・スラヒさん。
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「
政
治
的
正
義
」求
め
て
沈
黙
し
な
い

９.11から
四半世紀

元
収
容
者
、ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
長
ら
の
尽
力
で
Ｅ
Ｕ
市
民
権
を
獲
得

彼
は「
自
由
の
た
め
の
戦
い
」の
象
徴
だ
っ
た

を
発
給
し
、
モ
ハ
メ
ド
ゥ
は
欧
州
連
合

（
Ｅ
Ｕ
）
市
民
と
な
っ
た
。
背
景
に
は
、

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
フ
ェ
ム
ケ
・
ハ
ル
セ

マ
市
長
の
強
力
な
支
援
が
あ
っ
た
。

「
モ
ハ
メ
ド
ゥ
は
政
治
的
正
義
を
求
め
て

い
ま
し
た
」。
市
庁
舎
で
会
っ
た
市
長
は
、

モ
ハ
メ
ド
ゥ
と
さ
ま
ざ
ま
な
会
話
を
交
わ

し
た
日
を
振
り
返
っ
た
。
30
歳
で
米
国
に

拉
致
さ
れ
、
人
生
を
踏
み
に
じ
ら
れ
た
。

解
放
さ
れ
て
も
自
由
が
な
く
、
家
族
が
い

る
ド
イ
ツ
に
入
国
で
き
な
か
っ
た
。「
残

酷
で
不
当
で
し
た
」。
政
治
難
民
と
は
、

自
由
の
た
め
の
闘
い
と
は
何
か
。「
彼
は

私
に
と
っ
て
、
そ
ん
な
テ
ー
マ
の
象
徴
だ

と
感
じ
た
の
で
す
」

　
歴
史
の
歯
車
に
巻
き
込
ま
れ
た
り
、
押

し
つ
ぶ
さ
れ
た
り
し
た
人
々
に
私
た
ち
は

ど
う
対
処
で
き
る
の
か
。
イ
ス
ラ
ム
教
徒

や
移
民
、
有
色
人
種
へ
の
憎
悪
が
蔓ま

ん

延え
ん

す

る
中
で
、
モ
ハ
メ
ド
ゥ
の
処
遇
に
留
ま
ら

な
い
問
題
で
も
あ
っ
た
。

　
劇
団
の
拠
点
、
フ
ロ
ー
ニ
ン
ゲ
ン
市
の

市
長
と
共
に
、
ハ
ル
セ
マ
市
長
は
パ
ス
ポ

ー
ト
発
給
を
政
府
に
働
き
掛
け
た
。
移
民

に
厳
格
な
当
時
の
政
権
に
ア
ピ
ー
ル
し
た

の
は
「
文
化
的
価
値
」
で
あ
る
。
著
作
と

映
画
で
世
界
的
に
知
ら
れ
た
人
物
が
、
人

権
と
平
和
に
つ
い
て
若
者
に
教
え
て
い

る
。「
オ
ラ
ン
ダ
に
と
っ
て
き
わ
め
て
文

化
的
価
値
が
高
い
」。
移
民
担
当
大
臣
に

何
度
も
手
紙
を
書
い
た
。

　
ド
イ
ツ
の
裁
判
所
が
、
モ
ハ
メ
ド
ゥ
が

テ
ロ
に
関
わ
っ
た
根
拠
は
な
い
と
結
論
付

け
た
頃
か
ら
、
オ
ラ
ン
ダ
政
府
の
姿
勢
が

徐
々
に
変
わ
り
始
め
た
。
米
国
が
パ
ス
ポ

ー
ト
発
給
を
阻
止
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ

と
は
後
か
ら
知
っ
た
と
い
う
。

　
24
年
７
月
２
日
に
極
右
主
導
の
新
政
権

が
発
足
し
た
。
発
給
が
承
認
さ
れ
た
の
は

そ
の
直
前
だ
っ
た
。
文
化
的
価
値
を
理
由

に
し
た
承
認
は
、
初
め
て
だ
っ
た
。
市
民

権
授
与
式
に
は
国
王
夫
妻
も
訪
れ
、
祝
福

し
た
。

「
自
由
を
く
れ
た
こ
の
国
を
愛
し
て
い

る
」。モ
ハ
メ
ド
ゥ
は
オ
ラ
ン
ダ
語
で
「
自

由
へ
の
長
い
道
の
り
」
と
題
し
た
本
を
執

筆
中
だ
。

　
ハ
ル
セ
マ
市
長
は
現
在
、排
外
主
義
や
権

威
主
義
に
抵
抗
し
、
民
主
主
義
の
保
護
を

目
指
す
都
市
の
国
際
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク「
自

由
都
市
協
定
」（Pact of Free Cities

）

の
議
長
で
も
あ
る
。
19
年
に
中
欧
で
設
立

さ
れ
、
台
北
な
ど
非
欧
州
の
都
市
も
加
盟

す
る
協
定
に
、
今
年
は
連
邦
移
民
税
関
捜

査
局（
Ｉ
Ｃ
Ｅ
）に
抵
抗
す
る
ミ
ネ
ア
ポ

リ
ス
な
ど
米
国
10
都
市
が
新
た
に
参
加
し

た
。
加
盟
都
市
は
50
を
数
え
る
。

「
大
切
な
の
は
、
勇
気
を
も
っ
て
異
議
を

唱
え
る
こ
と
で
す
」
と
市
長
。「
大
都
市

は
、
民
主
主
義
や
法
の
支
配
を
求
め
る
思

想
の
拠
点
。
私
た
ち
は
協
力
し
合
い
、
地

方
自
治
が
活
気
に
満
ち
て
い
る
こ
と
を
示

そ
う
と
し
て
い
る
の
で
す
」

「
私
た
ち
に
責
任
の
一
端
」

　
22
年
に
始
ま
っ
た
収
容
者
会
議
は
、
回

を
重
ね
る
ご
と
に
参
加
者
が
増
え
て
い
る
。

発
起
人
で
、プ
エ
ル
ト
リ
コ
大
学
の
ド
ン
・

ワ
リ
チ
ェ
ク
教
授
は
「
世
界
で
何
が
起
き

て
い
る
の
か
を
知
り
、
理
解
す
る
の
は
簡

単
で
は
な
い
。
だ
が
グ
ロ
ー
バ
ル
な
問
題

に
私
た
ち
は
責
任
の
一
端
を
担
う
。
声
を

上
げ
る
必
要
が
あ
る
の
で
す
」
と
語
る
。

グ
ア
ン
タ
ナ
モ
収
容
所
で
の
人
権
侵
害
が

明
ら
か
に
な
っ
た
当
初
、「
自
由
と
民
主
主

義
」
を
掲
げ
る
国
々
は
、
日
本
も
含
め
沈

黙
し
た
。
人
権
侵
害
に
加
担
し
た
も
同
然

だ
っ
た
。
Ｃ
Ｉ
Ａ
が
策
定
し
た
拷
問
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
死
者
が
出
た
が
、
政
府
当
局
者

で
責
任
を
問
わ
れ
た
者
は
い
な
い
。

　
教
授
は
、
元
収
容
者
を
就
職
や
手
記
の

出
版
な
ど
で
支
援
し
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス

は
元
収
容
者
を
受
け
入
れ
た
。
戦
争
を
後

方
支
援
す
る
と
は
、
被
害
を
受
け
た
多
く

の
人
生
に
責
任
を
負
う
こ
と
で
も
あ
る
の

だ
ろ
う
。

　
英
国
に
住
む
モ
ア
ザ
ム
は
数
人
の
元
米

兵
と
共
に
、
収
容
所
の
実
態
を
伝
え
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
続
け
て
い
る
。「
虐
待
を
指

示
し
た
政
府
は
許
せ
な
い
が
、
謝
罪
す
る

兵
士
と
は
友
人
に
な
れ
る
。
我
々
は
人
間

だ
か
ら
」

「
人
間
性
こ
そ
が
私
た
ち
を
つ
な
ぐ
」。サ

ミ
が
解
放
後
に
出
版
し
た
自
著
『
プ
リ
ズ

ナ
ー
３
４
５
』
に
ア
ラ
ビ
ア
語
で
書
い
て

く
れ
た
。�

（
敬
称
略
）

ふ
な
こ
し　
み
か
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
。元
共
同
通
信
記
者
。

ク
レ
ジ
ッ
ト
の
な
い
写
真
撮
影
／
舟
越
美
夏

アムステルダムのフェムケ・ハルセマ市長（上）と、
「収容所会議」を企画したプエルトリコ大学のドン・ワリチェク教授。
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